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六
月
定
例
会
が
六
月
十
四

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
十
五

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
市
長
提
出
議
案
二
十
件
の
ほ
か
請
願
二
件
、
議
員
発
議

二
件
な
ど
を
審
議
し
可
決
、
採
択
な
ど
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
主
な
も
の
と
し
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
の
救
援
物
資
や
職
員
を
派
遣

す
る
費
用
な
ど
の
熊
本
地
震
支
援
事
業
七
百
九
十
万
三
千
円

に
か
か
る
専
決
処
分
を
承
認
し
た
ほ
か
、
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
調
整
や
本
庁
舎
の
駐
車
場
整
備
工
事
費
千
百
二
十
万

円
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
会
館
管
理
棟
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
鉄
骨
造

り
三
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
千
八
百
八
十
二
平
米
、
一
階

は
事
務
室
な
ど
、
二
階
に
会
議
室
、
中
ホ
ー
ル
へ
の
渡
り
廊

下
な
ど
、
三
階
に
事
務
室
、
大
ホ
ー
ル
へ
の
渡
り
廊
下
な
ど

を
建
設
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
関
連
設
備
工
事
と
合

わ
せ
約
六
億
九
千
万
円
の
建
設
工
事
の
年
度
内
完
成
を
目
指

す
も
の
で
、
建
設
工
事
の
契
約
締
結
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し

た
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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平成28年 第２回

６月 補正予算など25議案を可決・承認

定例会
　平成28年第２回６月定例会が６月14日に招集され、６

月28日まで15日間の会期で開催されました。

　初日には会期決定、議長報告、５件の繰越計算書の報

告の後、６件の専決処分を採決し承認しました。続いて

一般質問の一部を行いました。

　翌15日は前日に引き続き一般質問を行い、通告者全員

の質問が終了しました。

　16日は12件の議案が一括上程されて議案に対する質疑

が行われ、その後、議案がそれぞれの所管常任委員会へ

付託されました。また、請願２件も所管常任委員会へ付

託されました。

　６月20日～21日に常任委員会が開かれ、付託された議

案等の審査が行われました。

　最終日には、各常任委員会の審査報告に続いて採決が

行われ、それぞれ可決・採択をしました。その後、人権

擁護委員の推薦などの人事案件２件と議員発議２件を採

決して閉会しました。

６月　14日(火)

15日(水)

16日(木)

20日(月)

　　　21日(火)

28日(火)

本会議（開会、会期決定、議長報告、議案審議、一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案上程、質疑、委員会付託）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

本会議（委員会審査報告、質疑、採決、議案審議、閉会）

　６月定例会の日程

月　日 内　　　　容
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主な議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第67号
専決処分の報告承認について
（五泉市税条例等の一部を改
正する条例）

承認
地方税法等の一部を改正する等の法律の施行に伴って、固定資
産税に係る課税標準の特例措置等の規定について改正を行うも
のです。

議第68号
専決処分の報告承認について
（五泉市都市計画税条例の一
部を改正する条例）

承認
地方税法等の一部を改正する等の法律の施行に伴って、課税標
準の特例措置等の規定について改正を行うものです。

議第69号

専決処分の報告承認について
（五泉市固定資産評価審査委
員会条例の一部を改正する条
例）

承認
行政不服審査法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の
施行に伴って、附則の改正を行うものです。

議第70号
専決処分の報告承認について
（五泉市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例）

承認
地方税法施行令等の一部を改正する等の政令の施行に伴って、
国民健康保険税の課税限度額等の規定について改正を行うもの
です。

議第71号
専決処分の報告承認について
〔平成28年度五泉市一般会計
補正予算（第１号）〕

承認

本年４月14日に発生した熊本地震の震災支援に係る経費につ
いて専決処分しました。既決予算総額に変更はなく、消防費に
派遣職員の普通旅費489万９千円、時間外勤務手当215万円及
び被災地への救援物資等の消耗品費35万円などを追加し、予
備費で調整したものです。

議第72号
専決処分の報告承認について
〔平成28年度五泉市一般会計
補正予算（第２号）〕

承認

平成27年10月25日執行の五泉市議会議員選挙における当選無
効の審査申立てについて、新潟県選挙管理委員会の棄却を受け、
公費で負担する経費について専決処分しました。既決予算総額
に変更はなく、総務費に選挙運動用自動車使用公営費負担金な
ど48万９千円を追加し、予備費で調整したものです。

議第73号
五泉市障害者地域活動支援セ
ンター条例の一部を改正する
条例の制定について

市民厚生 可決

五泉市障害者地域活動支援センターⅢ型「さくらの里」を建て
替えるにあたって、旧十全小学校を工事期間中の仮施設として
使用するため、施設の位置を「五泉市安出156番地１」に改め
るものです。

議第74号

五泉市家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条
例の制定について

市民厚生 可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴っ
て、小規模保育事業所Ａ型及び保育所型事業所内保育事業所に
おける避難用屋内階段に係る規制及び保育士の配置要件を改正
するものです。

議第75号

五泉市放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

市民厚生 可決
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の改正に
伴って、放課後児童支援員の該当要件を改めるものです。

議第76号
市の境界変更について

（菱池地区）
総務文教 可決

平成19年９月10日に土地改良事業計画認可により施行され、
平成26年度に面工事が完了した菱池地区の区画整理に伴って、
総面積を変えずに五泉市と阿賀野市との境界を変更するもので
す。

議第77号 字の変更について（菱池地区） 総務文教 可決
早出川土地改良区が施工する区画整理に伴って、荻野島、論瀬、
新保及び清瀬の各一部区域について、換地後、荻野島、論瀬に
整理するものです。

議第78号 工事請負契約の締結について 総務文教 可決
総合会館管理棟建設工事の建築本体工事について、横山建設株
式会社と５億2,704万円で契約を締結するものです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会
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提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第79号
平成28年度五泉市一般会計補
正予算（第３号）

総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決

既決予算総額に4,373万３千円を追加し、歳入歳出予算総額を
229億4,673万３千円とするものです。補正の主な内容は、本庁
舎の駐車場整備工事、制度改正に伴う児童扶養手当の追加と、
人事異動による人件費の調整です。

議第80号
平成28年度五泉市国民健康保
険特別会計補正予算（第１号）

市民厚生 可決

既決予算総額から138万１千円を減額し、歳入歳出予算総額を
66億1,574万３千円とするものです。補正の主な内容は人事異
動に伴う調整で、歳入は一般会計繰入金の減額で、歳出は人件
費の減額です。

議第81号
平成28年度五泉市介護保険特
別会計補正予算（第１号）

市民厚生 可決

既決予算総額から54万３千円を減額し、歳入歳出予算総額を
60億9,636万７千円とするものです。補正の主な内容は人事異
動に伴う調整で、歳入は負担ルールに基づく歳入の減額で、歳
出は人件費の減額です。

議第82号
平成28年度五泉市下水道事業
特別会計補正予算（第１号）

建設産業 可決

既決予算総額から216万８千円を減額し、歳入歳出予算総額を
31億9,649万９千円とするものです。補正の主な内容は人事異
動に伴う調整で、歳入は一般会計繰入金の減額で、歳出は人件
費の減額です。

議第83号
平成28年度五泉市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号）

市民厚生 可決

既決予算総額に141万５千円を追加し、歳入歳出予算総額を
５億2,445万１千円とするものです。補正の主な内容は人事異
動に伴う調整で、歳入は一般会計繰入金の追加で、歳出は人件
費の追加です。

議第84号
平成28年度五泉市水道事業会
計補正予算（第１号）

建設産業 可決
収益的収支の支出予定額から人事異動による調整費1,253万５千
円を減額し、資本的収支の支出予定額に配水管布設等工事費
9,000万円を追加するものです。

議第85号
五泉市固定資産評価員の選任
について

同意
人事異動により新たに税務課長に就任した弦巻好典君を、五泉
市固定資産評価員に選任するものです。

諮問
第２号

人権擁護委員の推薦につき意
見を求めることについて

適任と 
認める

人権擁護委員の松尾典子の任期が満了するため、引き続き同氏
を推薦するものです。（敬称略）

請
　
願
　
者

請願第２

これ以上の地域の荒廃に歯止
めをかけるために労働時間と
解雇の規制強化を求める意見
書の提出を求める請願

建設産業 採択
心身の健康を無視した働かせ方や不安定雇用の濫用を規制し、
労働時間の短縮と安定した雇用を実現するための法整備を求め
る意見書を国の関係機関に提出するよう求めるものです。

請願第３

30人以下学級実現、義務教
育費国庫負担制度２分の１復
元に係る意見書の採択を求め
る請願

総務文教 採択
30人以下の少人数学級を推進すること、及び義務教育費国庫
負担制度の国の負担割合を２分の１に復元するよう要請する意
見書を国の関係機関へ提出するよう求めるものです。

議
　
　
　
員

発議
第２号

30人以下学級実現、義務教育
費国庫負担制度２分の１復元
に係る意見書の提出について

可決
30人以下の少人数学級を推進すること、及び義務教育費国庫
負担制度の国の負担割合を２分の１に復元するよう要請する意
見書を国の関係機関に提出するものです。

発議
第３号

これ以上の地域の荒廃に歯止
めをかけるために労働時間と
解雇の規制強化を求める意見
書の提出について

可決
心身の健康を無視した働かせ方や不安定雇用の濫用を規制し、
労働時間の短縮と安定した雇用を実現するための法整備を求め
る意見書を国の関係機関に提出するものです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会
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（◎委員長　○副委員長）

　

ま
ず
、平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

三
号
）
の
う
ち
教
育
委
員
会
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
中
学

校
通
学
バ
ス
整
備
事
業
に
関
連
し
て
、

　

村
松
桜
中
学
校
の
開
校
に
伴
い
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
中
型
バ

ス
あ
わ
せ
て
二
台
を
購
入
す
る
も
の
と
し
て
、
五
月
二
十
五

日
に
入
札
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
型
バ
ス
一
台
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
の
方

で
年
度
内
の
納
車
が
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
急
き
ょ

入
札
を
中
止
し
、
繰
越
明
許
に
よ
る
二
カ
年
事
業
に
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

バ
ス
を
造
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う

が
、
一
年
以
内
に
間
に
合
う
業
者
も
探
せ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

バ
ス
の
納
入
メ
ー
カ
ー
の
数
で
す
が
、
現
在
国
内
に
は
主

に
二
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
企
画
政
策
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
五
泉
ふ
る

さ
と
同
窓
会
応
援
事
業
補
助
金 
百
五
十
万
円
の
増
額
に
関

連
し
て
、

　

こ
の
事
業
は
好
評
を
い
た
だ
き
、
既
に
七
件
の
申
請
済
み

と
十
四
件
の
申
請
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
、
と
の
状
況
の
説

明
を
受
け
、

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
が
、
実
際
の
申
込
み
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

申
請
及
び
相
談
の
あ
り
ま
し
た
開
催
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
の
べ
千
七
百
八
十
三
人
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
申
請
の
団
体
は
、
市
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
卒

業
生
と
い
う
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
財
政
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、「
議
第
七
十
八

号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」、こ
の
度
の
契
約
は
、

総
合
会
館
管
理
棟
建
設
工
事
の
建
築
本
体
工
事
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
て
、

　

落
札
業
者
に
、
で
き
る
だ
け
市
内
の
業
者
を
使
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
、と
い
う
話
は
で
き
る
の
か
、と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

下
請
け
に
関
し
ま
し
て
は
、
地
元
業
者
へ
の
配
慮
、
下
請
け

の
み
な
ら
ず
材
料
等
の
調
達
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
地
元

調
達
と
い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

去
る
六
月
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
七
十
六
号 

市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て
（
菱
池
地
区
）

議
第
七
十
七
号 

字
の
変
更
に
つ
い
て
（
菱
池
地
区
）

議
第
七
十
八
号 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
第
七
十
九
号 

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管

に
属
す
る
事
項

請
願
第
三
　
　
　
三
十
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
二
分
の
一
復
元
に
係
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委

員
会
審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
今
井
　
　
博
　
　
　
深
井
　
邦
彦

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
　
安
中
　
　
聡
　
　
　
桑
原
　
一
憲
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審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元

に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と

お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
高
齢
福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

五
泉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
六
月
一
日
に
移
転
し
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
相
談
者
は
、
窓
口
に
行
っ
て
相
談
す

る
よ
り
、
電
話
で
の
相
談
が
最
初
だ
と
思
う
が
、
出
向
い
て

の
相
談
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
、
電
話
が
あ
れ
ば
、

伺
っ
て
詳
し
く
相
談
に
あ
ず
か
り
ま
す
と
い
う
姿
勢
を
取
っ

て
も
ら
え
ば
、
市
民
も
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
い
か

が
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

電
話
等
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
極
力
こ
ち
ら
の
方
か

ら
お
伺
い
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
、
利
用
者
に

不
便
を
か
け
な
い
よ
う
な
対
応
に
心
掛
け
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
こ
ど
も
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、「
五
泉
市
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
に
関
連
し
て
、

　

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
該
当
要
件
に
義
務
教
育
学
校
と
い

う
も
の
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
が
、
義
務
教
育
学
校
と
い
う

免
許
は
あ
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

小
学
校
と
中
学
校
の
教
員
免
状
を
持
っ
て
い
る
方
が
義
務

教
育
学
校
の
教
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
現
在
、

義
務
教
育
学
校
の
み
の
資
格
は
存
在
し
て
お
り
ま
せ
ん
、
と

の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
泉
市
の
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
度
か
ら
小
学
校

三
年
ま
で
を
小
学
校
六
年
ま
で
と
拡
大
し
て
い
る
が
、
受
け

入
れ
態
勢
は
、
人
材
的
に
不
足
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
と

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
は
全
体
で
六
百
三
十
七
人
、
登
録
数

は
三
百
八
十
二
人
と
な
っ
て
お
り
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ

て
は
、
定
員
よ
り
少
な
い
と
こ
ろ
と
定
員
を
上
回
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
た

り
、
指
導
員
を
確
保
す
る
な
ど
の
方
策
を
講
じ
、
待
機
児
童

が
出
な
い
よ
う
に
運
営
を
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
、
と
の

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

去
る
六
月
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、

 

議
第
七
十
三
号 

五
泉
市
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
七
十
四
号 

五
泉
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
七
十
五
号 

五
泉
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
第
七
十
九
号 

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管

に
属
す
る
事
項

議
第
八
十
号 

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
八
十
一
号 

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
八
十
三
号 

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

以
上
の
七
件
で
あ
り
ま
す
。

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
広
野
　
　
甲
　
　
　
白
井
　
妙
子

○
伊
藤
　
昭
一
　
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
　
熊
倉
　
政
一

（◎委員長　○副委員長）
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（◎委員長　○副委員長）

　

ま
ず
、平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

三
号
）
の
農
林
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
木
材
集
出
荷
施

設
整
備
事
業
補
助
金
と
し
て
、
五
百
十
二
万
四
千
円
の
追
加

は
、
中
蒲
み
ど
り
森
林
組
合
が
行
い
ま
す
集
出
荷
ヤ
ー
ド
の

舗
装
整
備
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
導
入
に
対
し
、
県
補
助
に

市
が
全
体
事
業
費
の
一
割
分
を
足
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け
、

　

全
体
の
事
業
費
合
計
と
県
の
補
助
率
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

全
体
の
事
業
費
は
千
六
十
八
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
県
の
補
助
に
は
三
種
類
あ
り
、
Ｌ
型
木
止
め
に
関
し

て
は
十
分
の
五
、
ヤ
ー
ド
の
整
備
に
は
十
分
の
四
・
五
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
リ
ー
ス
代
に
つ
い
て
は
三
分
の
一
補
助

と
な
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
蒲
み
ど
り
森
林
組
合
の
対
象
区
域
に
は
新
潟
市

の
一
部
も
入
っ
て
お
り
、
五
泉
市
の
下
流
域
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、
山
を
守
り
川
を
大
事
に
す
る
と

い
う
啓
発
に
も
な
る
と
思
う
が
、
森
林
組
合
の
話
で
は
あ
る

が
新
潟
市
に
対
し
て
も
応
分
の
負
担
を
求
め
る
交
渉
は
し
て

い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

森
林
組
合
が
新
潟
市
と
補
助
金
に
つ
い
て
交
渉
す
る
お
話

し
は
現
在
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
可
能
な
部
分
が
あ
れ

ば
今
後
は
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
の

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工
観
光
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
観
光
振
興

事
業
四
十
万
七
千
円
の
増
額
は
、
新
た
に
交
流
が
始
ま
っ

た
葛
飾
区
と
の
交
流
の
中
で
、
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
月

二
十
三
日
ま
で
行
わ
れ
る
葛
飾
区
の
産
業
フ
ェ
ア
に
五
泉
市

か
ら
も
出
展
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
か
ら
、
出
展
経

費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け
、

　

産
業
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
る
具
体
的
な
場
所
は
ど
こ
か
、
と

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

産
業
フ
ェ
ア
の
会
場
は
、
葛
飾
区
内
の
「
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

か
つ
し
か
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
、と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
葛
飾
区
と
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
も
の

か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

葛
飾
区
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
経
緯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
の
十
一
月
下
旬
に
「
葛
飾
の
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

の
方
と
、
そ
こ
か
ら
の
要
請
で
川
の
中
を
撮
影
で
き
る
水
中

カ
メ
ラ
を
製
作
さ
れ
た
葛
飾
区
の
町
工
場
の
方
が
、
縁
あ
っ

て
能
代
川
に
来
ら
れ
て
、
そ
の
水
中
カ
メ
ラ
で
鮭
が
遡
上
す

る
状
況
を
撮
影
す
る
と
い
う
実
験
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

去
る
六
月
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
七
十
九
号 

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管

に
属
す
る
事
項

議
第
八
十
二
号 

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
八
十
四
号 

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

請
願
第
二 

こ
れ
以
上
の
地
域
の
荒
廃
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
労
働
時
間
と
解
雇
の
規
制
強

化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願

　

以
上
の
四
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委

員
会
審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
阿
部
　
周
夫
　
　
　
猪
熊
　
　
豊
　
　
　
牛
膓
　
利
栄

○
長
谷
川
政
弘
　
　
　
鈴
木
　
良
民
　
　
　
平
井
　
敏
弘
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【〇：賛成、×：反対】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
深
井
　
邦
彦

２
桑
原
　
一
憲

３
白
井
　
妙
子

４
今
井
　
　
博

５
安
中
　
　
聡

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第67号
専決処分の報告承認について
（五泉市税条例等の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第68号
専決処分の報告承認について
（五泉市都市計画税条例の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第69号
専決処分の報告承認について（五泉市固定資産評価審
査委員会条例の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第70号
専決処分の報告承認について
（五泉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第71号
専決処分の報告承認について
〔平成28年度五泉市一般会計補正予算（第１号）〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第72号
専決処分の報告承認について
〔平成28年度五泉市一般会計補正予算（第２号）〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第73号
五泉市障害者地域活動支援センター条例の一部を改正
する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第74号
五泉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第75号
五泉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第76号 市の境界変更について（菱池地区） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第77号 字の変更について（菱池地区） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第78号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第79号 平成28年度五泉市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第80号
平成28年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第81号 平成28年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第82号 平成28年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議第83号
平成28年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第84号 平成28年度五泉市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議第85号 五泉市固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問
第２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
者

請願第２
これ以上の地域の荒廃に歯止めをかけるために労働時間
と解雇の規制強化を求める意見書の提出を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

請願第３
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の採択を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
員

発議
第２号

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第３号

これ以上の地域の荒廃に歯止めをかけるために労働時
間と解雇の規制強化を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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一般質問（通告順）

　６月定例会では11人の議員が一般質問を行いました。通告順に従い、質問者の氏名を
お知らせします。

通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名

1 猪　熊　　　豊 7 白　井　妙　子

2 羽　下　　　貢 8 今　井　　　博

3 深　井　邦　彦 9 阿　部　周　夫

4 安　中　　　聡 10 桑　原　一　憲

5 町　田　俊　夫 11 鈴　木　良　民

6 剣　持　雄　吾

６月定例会で審議された主な事業等

移転して6/1から業務を開始した五泉地域包括支援センター

工事請負契約の締結を可決した総合会館管理棟建設工事の完成予想図

管理棟建設用地の現況

10月下旬に開催される葛飾区産業フェアへ五泉市からも出展することに
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請 願 に つ い て発 議 に つ い て

　―  次の請願を採択しました。―
― 次の発議を可決しました。意見書は　　　　　

　　　　　　速やかに関係省庁へ送付しました。―

◆請願第２

　これ以上の地域の荒廃に歯止めをかけるた

めに労働時間と解雇の規制強化を求める意見

書の提出を求める請願

　【提 出 者】新潟県国家公務員労働組合

　　　　　　　共闘会議

　　　　　　　議長　坂内　陽子

　【紹介議員】猪熊　　豊

◆請願第３

　30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制

度２分の１復元に係る意見書の採択を求める

請願

　【提 出 者】新潟県教職員組合下越支部

　　　　　　　執行委員長　小室　謙司

　【紹介議員】深井　邦彦

◆発議第２号

　30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制

度２分の１復元に係る意見書の提出について

【提出議員】剣持　雄吾　外６名

【内　　容】「少人数学級を推進し、30人以

下とすること」や「義務教育費

国庫負担制度の国負担割合を２

分の１に復元すること」を求め

る意見書を提出するものです。

【送 付 先】内閣総理大臣、内閣官房長官、

　　　　　　財務大臣、文部科学大臣、

　　　　　　総務大臣

◆発議第３号

　これ以上の地域の荒廃に歯止めをかけるた

めに労働時間と解雇の規制強化を求める意見

書の提出について

【提出議員】長谷川　政弘　外４名

【内　　容】地域の荒廃に歯止めをかけるた

め、安定した雇用を確保する必

要がある。心身の健康を無視し

た働かせ方や不安定雇用の濫用

を規制し、労働時間の短縮と安

定した雇用を実現するため、「労

働基準法の改正において労働時

間規制の適用除外の拡大などは

行わず、夜勤交替制労働の規制

強化を図ること」などを求める

意見書を提出するものです。

【送 付 先】内閣総理大臣、厚生労働大臣
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議会を傍聴してみませんか

モニター中継もご利用ください

市役所１階ロビー、村松支所１階ロビー、総合会館（生涯学習課前）、五泉図書館、

勤労青少年ホーム、福祉会館、村松公民館、さくらんど会館、さくらアリーナ

　議場の傍聴席で本会議を傍聴すること

ができます。希望される方は市役所５階

の議会事務局へおいでください。

　次の定例会は９月に開催されます。日

程等は市のホームページでお知らせいた

します。

傍聴席から見た議場風景

本会議の様子は、次の所でモニター中継でもご覧いただけます。どうぞご利用ください。

永年勤続議員表彰
全国市議会議長会・北信越市議会議長会から

阿部　周夫　議員（議員在職15年） 林　　茂　議員（議員在職25年）

　４月に松本市で開催された北信越市議会議長会総会及び５月に東京都で開催された全国市議会議長
会総会において、市政発展に尽くされた功績により表彰を受けられ、定例会初日の６月14日冒頭に表
彰状の伝達が行われました。
　このたび表彰を受けられた方は、林　　茂 議員（議員在職25年）、長谷川眞介 前議員（議員在職20
年）、阿部周夫 議員（議員在職15年）の３名の方々です。
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楽しかった七夕行事（五泉みどり保育園）

議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。
議会事務局　☎（43）3911／ E-mail :gikai@city.gosen. lg.jp ／ URL:http://www.city.gosen. lg.jp
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